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                            「そだねーっ！」は・・いいネ！！ 
～カーリング女子日本代表のコミュニケーションに学ぶ～ 

 女子カーリング日本代表のロコ・ソラーレの選手は予選突破に向け，アツーい試合をみせ
てくれています。前回のオリンピックからこのチームが注目されている事のひとつに，「チ
ーム内でのコミュニケーション能力が高いこと」があげられていま
す。私たちが社会生活を送るために，良好な人間関係を構築するためにど
のようなことが必要なのか？？試合の中にそのヒントがあると思います。私がかつて読んだ
サッカーのスポーツ雑誌の中には，コミュニケーション能力を次の５つで表していました。 
①自分が何をしたいのか？相手に何をしてほしいのか？ 

タイミングよく伝える。瞬時で判断・決断。 
②大事な時に大きな声を出せる 
③チーム（仲間のこと）を考える。相手のことを考える。 

自分が頑張り，相手にベストな状況を創り出す。 
④問題解決能力 
⑤アプリシエイト・マインド（ありがとう） 

このことを思い浮かべながら女子日本代表の試合を観ていると，素晴らしい言葉たちがカーリングの試合の中で
選手の笑顔とともに飛び交っていました。カーリングでは，攻撃の持ち時間は３８分，１投あたりに換算すると，わず
か３０秒弱で次の１投を決めなければならないのです。試合中には，カーリングの掛け声などや選手たちがどのよ
うに話をして，試合を進めているのかがピンマイクを通してわかります。なかなかこのような競技はないでしょう。そ
の中で素晴らしき言葉たち（＝「～してもらっていい？」 「～もあるよ」「～もいいね」「そだねー」「ナイス」等々）が
日本の選手から発せられます。女子日本代表のムードづくりのうまさが感じられます。 
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                         保健委員会，２月の取り組み強化へ！ 

                 オミクロン株が下中でも猛威を振るう！ 

１月からのオミクロン株移行とともに新型コロナウィルス感染者が増加し福岡県でも１月２６日より「まん延防止
重点措置」が実施されています。本校でも，生徒やその家族，そして職員にも感染者が出ています。国立感染症セン
ターなど発表されている感染力の強さが数字にも表れています。オミクロン株への対応（学級閉鎖など）も１月に
比べると，政府の方針を受けて変化しています。（＝参照下山門中 HP） 
 ※下記データーは，１月２０日～２月１４日まで，本校で電話対応させていただいた件数 

○１月 PCR 検査を受けた人数：２８人   本人１０人（うち陽性者２人）  
家族１８人（うち陽性者９人） 

○２月 PCR 検査を受けた人数：２６人   本人１６人（うち陽性者５人）  
家族８人（うち陽性者５人） 職員２名陽性 

みんなの力で感染防止に取り組む！保健委員会では，１月に入ってからのオミクロン株の急

速な感染拡大をうけ，２月を感染拡大防止強化月間として位置づけ，取り組みの強化を行っています。 

福岡市立下山門中学校 

校 長     有友  剛 
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保健専門委員長の中尾莉菜さんによると 
「１月は，最初の頃，福岡の感染拡大や近隣の学校の学級閉鎖などが増え始め 

ていたので，みんなが安心して学校生活を送ることができるように２月を強化月間 
にしました。」とのことでした。 

みなさんへのメッセージとして「新型コロナウィルスの感染を広げずに，様々な 
イベントができるように，日々の感染症対策のご協力を宜しくお願いします！」 

＜２月の強化内容＞ 
１．検温カードの朝提出。 

専門委員がクラスメイト分をチェック。 
２．こまめに手洗い，手指消毒の徹底   
３．換気の徹底 

  教室の対角線（運動場側と廊下側）窓の常時開放，２時間目終了後 
 と給食前に放送で呼びかけ窓を全開にする。タイマーで９０秒の換気 
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       始動！３６期生徒会 救える命をみんなの手で！ 
「カンボジア地雷撤去キャンペーン（CMC）」に参加！ 

 
 
 

 
１月１７日～１月３１日までの間，生徒会の活動として「カ

ンボジア地雷撤去支援書き損じハガキ回収プログラム」と

して校内に回収ポストを置いてハガキの回収を行いまし。校
内だけでなく，石丸公民館や下山門公民館にも回収ポスト
を設置させていただき，両校区あげて協力していただきました。 
  コロナ渦で地域の方々との交流もなかなかできない状況ですが，可能なことを 
考えて，持続させていくことは大切です。また，このような活動が人と人とを結びつ 
ける活動になっていくこと・・・３６期スローガンに近づいていくことを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※欠席連絡フォームおよび HP 掲載事項等活用について 

〇2 学期より，欠席連絡のためのフォームを作成しております。朝は，時間帯によって 

は，職員の打ち合わせ等があってお待たせすることがあります。携帯から簡単に済  

ますので，是非，ご活用下さい。 

〇学校 HP もご覧ください。新型コロナウィルス関連の情報もあります。 

PTA から各教室に設置し

ていただいた CO2 センサ 

ーは大活躍です！！ 


